	分野
	総合分野（学校設定科目等）

	教材の
タイトル
	人口のピラミッドからビジネスチャンスについて考えよう

	教材からの学び
	１　人口のピラミッドを分析し、その背後にある要因や影響を理解することができる。
２　人口のピラミッドを用いて、分析結果を視覚的に分かりやすく伝えることができる。
３　人口ピラミッドを基に、将来の人口動態や社会問題（高齢化社会、労働力不足など）を予測し、それに基づいてビジネスチャンスを見いだすことができる。
４　人口データを分析し、諸外国と日本の違いを見出し、違いの中から日本独自の成長戦略を見いだすことができる。

	時間数
	２時間（ケース教材を用いたグループ学習及び意見共有）

	授業の
進め方
	[bookmark: _Hlk177049725]＜ケース教材を用いたグループ学習及び意見共有　１時間＞
１　ケース教材の１、２、３を順に行う。タブレット端末を活用し、人口のピラミッドを実際に操作しながら授業を進める。教員はファシリテーターとなり、生徒のさまざまな意見を引き出す。また、ケースは正解がないものが多いため、共感しても否定はしないようにする。また、なぜそう考えたのかを必要に応じて深掘りする。
２　ケース教材の４、５は次回の授業までに個々で考えてくるように指示をする。

＜ケース教材を用いたグループ学習及び意見共有　１時間＞
１　ケース教材の４、５を順に行う。教員はファシリテーターとなり、生徒のさまざまな意見を引き出す。また、ケースは正解がないものが多いため、共感しても否定はしないようにする。また、なぜそう考えたのかを必要に応じて深掘りする。
２　最後に生徒に今回の気付きについて書かせる。そして、その気付きをグループで共有したり、Teamsのチャット機能などを用いて共有したりする。


ティーチングノート




ケースメソッド「人口のピラミッドからビジネスチャンスについて考えよう」　授業計画

■本単元の位置付け
ビジネス探究プログラム　基礎学習

■本単元の目標
＜１時間目（ケース教材を用いたグループ学習及び意見共有）＞
・人口のピラミッドの見方や分析方法を理解する。
・人口のピラミッドの推移データから、あらゆる変化に気付くことができる。
　＜２時間目（ケース教材を用いたグループ学習及び意見共有）＞
　・人口のピラミッドを分析し、その背後にある要因や影響を理解する。
・人口ピラミッドを基に、将来の人口動態や社会問題（高齢化社会、労働力不足など）を予測し、それに基づいてビジネスチャンスを見いだす。

■評価規準
【Ａ】知識・技術
  ・人口のピラミッドを分析し、その背後にある要因や影響を理解している。
・人口のピラミッドを用いて、分析結果を視覚的に分かりやすく伝えている。
【Ｂ】思考・判断・表現
・人口ピラミッドを基に、将来の人口動態や社会問題（高齢化社会、労働力不足など）を予測し、それに基づいてビジネスチャンスを見いだしている。
・人口データを分析し、諸外国と日本の違いを発見し、違いの中から日本独自の成長戦略を見いだしている。
【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
・グループや全体での意見共有時に、更によいアイデアを出そうとしている。
  ・振り返りにより、今回の学習を今後に生かそうとしている。

■留意事項
・評価はケースメソッド評価シートを用いて行う。
・意見共有には間違った意見などはないので、発言しやすいような雰囲気を教員がつくるとともに、否定はしない。



■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
＜ケース教材を用いたグループ学習及び意見共有　１時間＞
　・ケース教材の１、２、３を順に行う。タブレット端末を活用し、人口のピラミッドを実際に操作しながら授業を進める。教員はファシリテーターとなり、生徒のさまざまな意見を引き出す。また、ケースは正解がないものが多いため、共感しても否定はしないようにする。また、なぜそう考えたのかを必要に応じて深掘りする。グループについては４～６名のグループをつくる。
・ケース教材の４、５は次回の授業までに個々で考えてくるように指示をする。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（７分）
　・皆さんに質問です。今から約70年後の西暦2100年の世界人口は現在より増加すると思いますか。減少すると思いますか。　
・挙手をさせる。
　・続いての質問ですが、同じく今から約70年後の西暦2100年の日本の人口は現在より増加すると思いますか。減少すると思いますか。　
・挙手をさせる。
　・それでは、世界と日本の現在の人口と西暦2100年の人口について調べてみましょう。
　・インターネット等を活用して調べさせ、答えさせる。
　・皆さんが調べた通り、世界の人口は2025年現在、約82億人となっていますが、2100年には約101億人になると言われています。また、日本の人口は2025年現在、約１億2000万人ですが、2100年には約7500万人程度になるのではと言われています。今後の人口は、世界は増加し、日本は減少すると言われています。それでは次の質問です。一般的に人口が増加すると経済が成長すると言われていますがそれはなぜだと思いますか。 
・挙手して答えさせる。考えられる答えとしては、人口が増えると衣食住に関連する物の消費が増える、労働力が増え経済が活性化する、インフラ整備が進み経済成長する等が挙げられる。
　・今回の学習では人口のピラミッドについて学び、今後のそれぞれの国や地域の人口の推移について学んでいきます。また、人口のピラミッドを分析し、どのようなビジネスチャンスがあるかみんなで考えていきましょう。
　　
２　ケースの説明（３分）
　・それでは配付したケース教材を見てください。今回のタイトルは「人口のピラミッドから考えるビジネスチャンス。人口減少していく日本が経済成長していくには」となっています。日本は人口が減っていきますが、その状況で日本が経済成長する方策を皆さんと一緒に考えていきましょう。
　・ケース教材を読む
　　このケースでは主人公の中尾昌平さんが新入社員研修で「人口のピラミッドを用いた未来予想」という研修を受講しています。皆さんはこの昌平さんになった気持ちでこの新入社員研修を受講し、意見やアイデアを出していきましょう。
３　アサインメント１（15分）
・それではまずアサインメント１について考えていきましょう。まずは、今回用いる人口のピラミッドを見ていきましょう。インターネットで「世界の人口ピラミッド」と検索してください。そうすると、Population Pyramid.netが出てくると思いますのでそれを開きましょう。
　・全員が人口のピラミッドを開くことができているか確認する。筆者はEdge、yahoo、Googleいずれも「世界の人口ピラミッド」で検索し、最上位にPopulation Pyramid.netが出ることを確認している。
　・これが人口のピラミッドです。画面の左上を見てもらうと「20○○年の世界」の人口ピラミッドということが分かりますね。今から皆さんに６分の時間を与えます。この人口のピラミッドをいろいろ触ってください。これを触って気付くことを何でもいいのでプリントにメモしてください。個人での学習は鉛筆で記入してください。
　・まずは個人で気付かせる。しっかり触らせ、人口のピラミッドの使い方を習得させる。
　・個人での学習は鉛筆で記入させ、全体の意見共有のメモは赤ペンで記入させる。後に見返したときに、自分と他者の意見の区別ができるとともに、評価をしやすくするというねらいもある。
　・それでは気付いたことを挙手で教えてください。全体意見共有でプリントにメモをする場合は赤ペンで記入しましょう。これは後にプリントを見返したときに、自分の意見と他の人の意見を一目で区別させるためです。　　
・５分間発言させる。　
・皆さんが気付いてくれたように、この人口のピラミッドでは、男女に分かれている、それぞれの年齢層と男女の割合が分かるようになっている、右上のグラフで1950年～2100年の人口の推移が一目でわかる、「国」というところを押すとさまざまな国の人口のピラミッドを見ることができる、「年」を押すと「年」を動かすことができるなど、多くの気付きがありました。

４　アサインメント２（10分）
　・それでは次はアサインメント２です。世界の人口の推移について2023年と2100年を比較して気付くことをまずはグループで見つけてください。時間は３分です。グループでの意見をプリントに書く場合は、鉛筆で書きましょう。
　・気付いたことを全体で共有しましょう。全体意見共有でプリントにメモをする場合は赤ペンで記入しましょう。（５分）
　・皆さんが気付いてくれたように、人口が23億くらい増える、ピラミッドの形が釣鐘型に変わっている、子どもの割合が低くなってきている、90歳以上の割合が増えてきている、若くして亡くなる方が減ってきているなどが分かると思います。人口のピラミッドで変化が分かりますね。

５　アサインメント３（13分）
　・それではアサインメント３に進みます。プリントの画像は「日本」「アメリカ」「アフリカ」の2023年と2100年のものです。日本、アメリカ、アフリカの2023年と2100年の推移を見て気付くことをグループで話し合いましょう。時間は５分です。グループでの意見をプリントに書く場合は、鉛筆で書きましょう。
　・気付いたことを全体で意見共有しましょう。全体意見共有でプリントにメモをする場合は赤ペンで記入しましょう。（８分）
　・ここでは日本は人口が減少するのに対し、アメリカやアフリカは増加する。特にアフリカの著しい人口の増加については気付かせたい。またアフリカの人口のピラミッドの形が大きく変化していることにも気付かせたい。

６　課題の提示（２分）
　・この時間は、人口のピラミッドを実際に触ってみるとともに、世界、日本、アメリカ、アフリカの2023年と2100年の人口の推移から気付いたことを共有しました。次の時間がいよいよ本番です。この人口のピラミッドを活用し、ビジネスチャンスについて考えていきます。まずは個人の考えを整理してほしいのでアサインメント４と５を事前に個人で考え、記入してきてください。〇月〇日に提出してください。アサインメント４の「どの国」はどの国でもかまいません。中国や韓国でもいいですし、ヨーロッパでもいいです。何か新しい発見があるといいですね。こちらは評価に入りますので、しっかりと個人の考えを記入してください。
　・提出は次回の授業までに提出させ、教員が確認し、評価を付けたのちに返却する。時間的に評価を付けることが難しいようであれば、コピーをして後日評価してもよい。



＜２時間目＞
	【授業の大枠】
＜ケース教材を用いたグループ学習及び意見共有＞
・ケース教材の４、５を順に行う。教員はファシリテーターとなり、生徒のさまざまな意見を引き出す。また、ケースは正解がないものが多いため、共感しても否定はしないようにする。また、なぜそう考えたのかを必要に応じて深掘りする。グループについては４～６名のグループをつくる。
・最後に生徒に今回の気付きについて書かせる。そして、その気付きをグループで共有したり、Teamsのチャット機能などを用いて共有したりする。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（３分）
(1) 心理的安全性の確保
　・それでは今日は意見共有を行います。皆さんから多くの意見があればあるほど、この授業は深まります。また、皆さんの意見には間違いなどありません。私の意見は的を外しているなんて思わないでください。むしろ、誰もが考え付かないような意見が皆さんの学びや視野の広がりにつながります。他の人と同じ意見でもかまいません。できれば誰の意見と同じか分かるように、〇〇さんと同じ意見で、自分の意見を付け加えて表現できるとよいでしょう。よろしくお願いします。
(2)挙手の方法について
・全体意見共有ではできる限り多くの人の意見を聞きたいので、手の挙げ方のルールを説明します。全く発言をしていない人はグーで挙手してください。１回発言した人は指で１を、２回発言した人は指で２と合図してください。発言回数を参考に議論が深まるように当てていきたいと考えています。がんばって挙手してください。


２　アサインメント４（20分）
　・それではまず、アサインメント４についてグループで意見共有します。最終的にグループで出たアイデアの中から最も優れた１つを全体に紹介してもらいます。最終的に１つに絞ってもらいますが、皆さん一人一人に新しい気付きを与えてくれる意見はそれぞれ異なります。どの仲間の意見が自分自身に気付きを与えてくれたのかをしっかりと覚えておいてください。それではまず10分グループで意見共有してください。今回は個人で考えてきた意見は鉛筆で書いてもらっていますので、グループでの意見は赤以外の色ペンでメモをしましょう。
　・意見共有が活発に行われているか確認しながら机間支援する。
　・それでは全体の意見共有を行います。皆さんの班で最も優れたアイデアを教えてください。
　　（10分）
３　アサインメント５（23分）
　・次にアサインメント５についてグループで意見共有しましょう。今回は最も優れたアイデアを１つに絞る必要はありません。より多くのアイデアを共有してください。それではまず10分グループで意見共有してください。グループでの意見は赤以外の色ペンでメモをしましょう。
　・意見共有が活発に行われているか確認しながら机間支援する。
　・次に全体意見共有をします。今回は自由に挙手で発言してください。皆さんの意見が全員の学びになりますので、積極的に発言してください。（13分）

４　クロージング（本時の学習の結晶化）（４分）
　　本教材の作者は以下のようなクロージングを想定しています（クロージングの方法はこの限りではありません）。よろしければ参考にしてください。
　・今回の学習では人口のピラミッドからビジネスチャンスについて考えてきました。人口ピラミッドを基に、将来の人口動態や社会問題（高齢化社会、労働力不足など）を予測し、それに基づいてビジネスチャンスを見いだすことができました。また、諸外国と日本の違いを見出し、違いの中から日本独自の成長戦略を見いだすこともできました。日本は人口が減少していきます。人口が減少するから経済成長はできないのでしょうか。そうではありませんね。ＡＩや最新技術を使うことで労働力不足などの問題は解決されると思いますし、そもそも世界の人口は増加しますので、世界を相手にビジネスを行えば十分に経済成長できます。人口減少＝経済の衰退と考えるのではなく、視野を広げればあらゆるところにビジネスチャンスはあります。そのような広い視野をもつために今後も勉強を重ねていきましょう。
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